
エチオピア布地で行なったゲラダヒヒの野外調査での

ff料をもとにヒヒ獄の比較社会学的研死を行 な ってい

る｡

10)田技獄の生田糊と適応に関する研死

河 合 雅 雄

正長村の生和行動 (交尾と出産)の季節性について.

環境男囚との関連を総括的に検討し適応の問題を考訳し

た｡

稔 税

1) 河合雅雄 (1978):性の進化的意義とヒト化の問題｡

生物科学.30,I-2.

2) 河合雅雄 ((1977):惑長筋の行動特性と入獄進化｡

創造の世界.24.

3) 東 滋 (1977):サルの世界 (1)～(5).地理.31,

32.

4) 鈴木 克 く1977):雑食化への辺-野生 チンパンジ

ーの生田｡pp243,玉川退か 53,玉川大学出版部｡

論 文

1) 河合雅椛 (1977):アヌビスヒヒとマントヒヒの班

問雑粗化に関する社会過払 昭和50年度沿外耶 符詔

正和6･ロ.21-25.

2) 鈴木 晃 (1978):詔正村の社会相道における性｡

生物科学,30,29-34.

3) 森明弘 森桁代.岩本俊孝 (1977):串LBの野生ニ

ホンザルの群れにおけるメスの問の項位変動につい

て｡形質 ･進化 ･田在村.今西約司博士古柿記念論

文袋 (加藤奉安, 中尾佐助, 栢柑忠夫嗣)pp311-

334,中央公論社｡

4) 森 桁代(1977):ゲラダヒヒの社会構造｡昭和50年

度氾外学術調Tt報告乱 75-80･

学 会 発 表

1)Thevariationandadaptationorsocialgroupsor

chimpanzeesandAbyssiniancolobusmonkeysin

UgandaandTanzania･ AkiraSuzuki

おurgWartensteinSymposiumNo･75,"Ecological
lnnuencesonSocialOrganization:Evolutionand

Adaptation"(1977).

2)スマトラにおける PTeSbyismclalophosの社会生活
川 村 俊 蔵

爪22回プT)マーチス研究会 (1978)

変異研究部門

野碍 誠 ･和田一雄

庄武孝義 ･岬将 満

研 究 活 動

1) ニホンザルのffl田辺伝学的研究

野揮 誹 ･庄武孝義

ニホンザルの血統環白の桐辺を支配する退伝子の変異

をm気泳動法によって検対し.郡内.耶間の変異性を定
良化する｡昨年度までにニホンザル約40が.総個体数約

1,800頭の血絞試料について.27車Eの芯白の稲造を支配

する計30退伝子座の枚累をおこなった｡このデータをも

とにして.統計的検討を加え,父班即位関の錨代の移出

入牢,退伝的変異の散布範囲などについて定見的推定を

おこない,ニホンザルの繋殉桐辺を耶明すべく作文を続

行中である｡これまでの結果をプリマーチス研究会にて

発表した｡

2) Macaca屑サルの系統的相互関係

野揮 誹 ･正式孝義

ニホンザルを含むMacaca周サル各班から採血をおこ

ない.上記 1)と同-の方法によってfE円.和問の氾伝

的変Bq･性を定見化し.それら研けロの氾伝子m成上の丑を
氾伝距離で袈現し.それに放血分類学的手法を通用して

枝分れ図を描く｡それにより和nqの近綜関係.分化時間

の推定等をおこなう作菜を日下続行巾である｡今年度は

新たにアッサムモンキーのff料を入手し,これとアカゲ

ザル.ボンネットモンキーとの阿係を調正し,プt)マ-

テス研究会にて発表した｡

3) こホンザルの先天的四肢符型への氾伝学的アプロー

チ

野河 誹 ･庄武孝義

ニホンザルの数多くの飢付け群に多発する先天的四肢

奇型が迫伝的支配を受けているか石かを明らかにすべく

研wt.が続行されていろ｡壬轄田の奇型出現の家族袋硬性の

データから統計氾伝学的手法を用いて迫伝率の推定をお

こなう他.淡路島野泣公図の協力を得て.交配実験をお

こなっている｡さらに今年度はモンキーセンターとの共

同研究として.宮島から奇形サルを入れ本研究所内で交

配実験を開始した｡

4) 家畜化現象と家畜系統史の研究

野揮 謙 ･庄武孝義

在来諸家畜とそれらの野生原種の退伝学的野外調査に

よって.家畜化現象そのものの集団退伝学的解明と.個

々の家畜環内で地域袋田問の退伝的分化の程度.系統的

相互関係の解明をおこないつつある｡

5) ヒヒ獄の班分化に関する氾伝学的研究

庄武孝義 ･野滞 誹

1975年度の調査に続いて 1977年度にゲラダヒヒとア

ヌビスヒヒの調玉をおこなう予定であったが,現地の政

怖不安定のため延1抑こなった｡1978年度から1979年度に
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かけて研究所特別事業費により.ゲラダヒヒを中JChに調

査をおこなう予定である｡上記 1),2)と同じ手法を用

いてヒヒ類の種分化の聞題に退伝学的にアプローチしよ

うとしている｡

6) オナガザル科3屑に見られる屈間近伝的変異に関す

る研究

川本 芳1)･庄武孝義･野揮 謙

1),2),5)で用いた材料に加えて 1975年度学術調査の

際に入手したエチオピア産グリベットモンキーを加え,

オナガザル科の代表的な3屑, Macaca属,Papio屈,

Cercopithecus屈の退伝的変異を定量し眉間比較をおこ

なった｡結果を迫伝学会にて発表した｡

7) ネパールにおけるヒマラヤンラング-ル.アカゲザ

ル.アッサムモンキーの生物地理学的研究

和 田 一 雄

1977年皮は3超が混在する地域における食性,個体数,

同一地域での3超の土地利用に焔点を合わせて観察した｡

8) 志封高原雑魚川.魚野川におけるニホンザルの生憶

調査

和 田 一 雄

両流域における群れ数.群れの大きさ,食性を調査し

た｡

捻 税

I) 庄武孝鼓(1978)･.:詔長類の迫伝的分化｡科学.48:

240-246.

論 文

1) Shotake,T･,K･NozawaandY･Tanabe(1977):
Bloodproteinvariationsinbaboons.I.Gene

exchange and geneticdistance between Paplo

anzLbI'S,PapiohamDdrJaSandtheirhybrid.Job.J.
Geneh'cs,52:2231237.

2) Shotake,T.,Y.OhkuraandG.Ishimoto(1977):

Gcneticpolym orphismofblood proteinsin the

troopsofJapanesemacaques,MacacafuscaLa:V.

Erythrocytephosphohexoseisomerasepolym or-

phism.Pn'maLes,18:2851290.

3) ShotakちT.,Y.01止uraandK.Nozawa(1977):

Geneticpolymorphismsofbloodproteinsinthe

troopsofJapanesemacaques,MLZCaCafzLSCataIVI.
Serum transrerrin polym orphlsm.Pn'mLZLes,18:

291-287.

4) Tanabe,Y.,H.Tanase,T.0mi,T.Shotakeand

K･Nozawa (1977):Furtherstudieson poly-

morphism ofthyroxine･bindingprealbumin(TB･

1) 大学院学生

PA)inprimatespecies.Jab.J.GencLzlcs,52:3191
322.

5) Abe,H･,Y.HasegawaandK.Wada(1977):A

noteontheair-sacofRibbonseal.Scl'.Rcb.
WalcsRes.Iust.29:129-135.

報 告 ･その他

1) 和田一雄 (1977):こホンザルの年令をよむ｡モン

キー.156,20-23.

2) 伊藤徹魯,加藤秀弘,和田一雄.島崎鍵二.荒井一

利 (1977):北海道におけるトドの生態調査報告(Ⅰ)

(ⅠⅠ)･魚京研通信.305,1｣‡,306,9-18･

学 会 発 表

1) オナガザル科3屑に見られる眉間退伝的変異

川本 芳.正式孝昌乳 大倉よし子.野揮 誹.田名部

雄一

第49回日本迫伝学会(1977).

2) 蛋白質多型の保有機梢.こホンザルの場合

野 揮 誹

Hi49回日本退伝学会シンポジウム (1977)

3) 電気泳動的に識別可能な霊長獄のヘモグロビンa軌

β鎖変異

川本 芳 ･竹中 修

庄武 孝義 ･野揮 誠

第22回プ1)マーテス研究会 (1978)

4) 血液蛋白質の変異からみた Macacaas∫amenJJ'S,M.

radiataそして M.mulauaの種間関係

庄武孝義･川本 芳 ･小寺韮孝

谷岡功邦 ･野揮 謙

第22回プ.)マ～テス研究会 (1978)

5) こホンザルの集団構造

野揮 誹･川本 芳･庄武孝義

第22回プ])マ-テス研究会 (1978)

生活史研究部門

杉山串九 ･田中二郎

小山直樹 ･大将秀行

研 究 概 要

1) ニホンザルの個体群生態学

杉山幸九 ･小山直樹･大伴秀行

本部門創設以来.中心課題の一つとしてこの間血に取

り組んできた｡超大型餌付群の高崎山では丑的取扱いと

サンプル追跡により.四半世紀に及ぶ継続全個体識別下

の嵐山餌付群では精密な全個体の履歴把握を,1973年EZ

をもって餌付けを放棄した盟仙山の2群では餌付け下と
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